
　

平
成
十
五
年
特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
実
態
調
査
（
経

済
産
業
省
）
に
よ
る
と
、
山
形
県
の
情
報
サ
ー
ビ
ス

産
業
の
年
間
売
上
高
は
百
一
億
円
、
全
国
四
十
三
位

で
あ
る
。
東
北
で
五
位
の
青
森
県
の
年
間
売
上
高
百

九
十
四
億
円
の
約
半
分
で
あ
り
、
事
業
所
数
が
同
程

度
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
山
形
県
の
Ｉ
Ｔ
産
業
の

抱
え
る
問
題
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

山
形
県
の
産
業
構
造

　

山
形
県
内
に
は
精
密
機
械
、
電
機
部
品
関
連
の
加

工
組
立
型
製
造
業
が
多
く
集
積
し
て
お
り
、
東
北
の

中
で
も
高
い
工
業
出
荷
額
を
誇
っ
て
い
る
。し
か
し
、

現
実
の
製
造
業
に
は
国
際
的
な
厳
し
い
コ
ス
ト
競
争

の
波
が
押
し
寄
せ
て
お
り
、
高
コ
ス
ト
の
国
内
生
産

を
続
け
る
た
め
に
は
さ
ら
な
る
高
付
加
価
値
の
製
品

開
発
な
ど
、
選
択
と
集
中
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

平
成
十
一
年
六
月
に
頭
脳
産
業
の
集
積
と
そ
れ
に

よ
る
高
付
加
価
値
型
産
業
の
創
出
を
目
指
し
、
新
規

創
業
を
支
援
す
る
県
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設

「
山
形
県
産
業
創
造
支
援
セ
ン
タ
ー
」が
山
形
市
松
栄

地
区
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
ソ
フ
ト
パ
ー
ク
内
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。
以
来
、
新
規
創
業
者
の
支
援
、
各
種
講
習
会
、

技
術
研
修
の
開
催
な
ど
を
通
じ
Ｉ
Ｔ
業
界
の
情
報
交

換
が
活
性
化
し
た
が
、
同
時
に
地
域
の
Ｉ
Ｔ
産
業
が

抱
え
る
受
発
注
の
実
態
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　

Ｉ
Ｔ
産
業
の
中
央
依
存
、
下
請
け
体
質

　

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
「
経
済
発
展
の
理
論
」
で
は
、

資
本
主
義
は
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
満
ち
て
お
り
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
（
革
新
、
新
機
軸
、
新
結
合
）
が
生
ま

れ
、
や
が
て
そ
れ
が
普
及
す
る
過
程
で
好
況
・
不
況

と
い
っ
た
景
気
循
環
が
発
生
す
る
。
こ
の
好
況
・
不

況
こ
そ
資
本
主
義
が
生
き
て
い
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ

で
あ
り
、
リ
ス
ク
に
挑
戦
し
そ
の
中
で
チ
ャ
ン
ス
を

見
出
し
、
創
造
的
破
壊
を
敢
行
す
る
起
業
家
こ
そ
資

本
主
義
の
重
要
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
と
位
置
づ
け

て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
降
の
新
規
創
業
ブ
ー

ム
は
Ｉ
Ｔ
業
界
の
挑
戦
者
が
牽
引
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
山
形
で
Ｉ
Ｔ
起
業
す
る
起
業
家
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
は
評
価
さ
れ
ず
、
ハ
ー
ド
に
お
金
を

払
う
が
ソ
フ
ト
は
タ

ダ
、
優
秀
な
技
術
者
ほ

ど
仕
事
が
取
れ
な
い
ジ

レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い

る
。
中
央
か
ら
の
下
請

け
業
務
が
、
実
は
地
方

か
ら
中
央
に
出
さ
れ
た

も
の
で
、
安
い
単
価
で

地
方
に
戻
さ
れ
て
い
る
実
態
に
気
が
つ
く
。
一
方
、

地
元
の
有
力
Ｉ
Ｔ
企
業
に
お
い
て
も
、
中
央
の
下
請

け
を
続
け
る
こ
と
で
地
元
採
用
の
優
秀
な
人
材
が
首

都
圏
に
流
出
す
る
と
い
う
悩
み
を
抱
え
て
い
る
。
こ

の
問
題
に
地
域
を
あ
げ
て
取
り
組
も
う
で
は
な
い

か
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
核
と
し
た
、
豊
か
な
地

域
社
会
創
造
の
好
循
環
を
生
み
出
す
た
め
に
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
何
を
な
す
べ
き
か
と
い
う
、
Ｉ
Ｔ
の

地
産
地
消
を
考
え
る
機
運
が
生
ま
れ
て
き
た
。

　

地
元
Ｉ
Ｔ
企
業
主
体
の
研
究
会
を
発
足

　

平
成
十
五
年
七
月
十
七
日
に
「
山
形
県
オ
ー
プ
ン

シ
ス
テ
ム
研
究
会
」
が
発
足
し
た
。
オ
ー
プ
ン
シ
ス

テ
ム
と
は
、
仕
様
が
公
開
さ
れ
相
互
接
続
が
保
証
さ

れ
る
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
部
品
を
採
用
し
た
保
守
性
に

優
れ
た
情
報
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
、
具
体
的
に
は
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
対
応
の
共
通
基
盤
を
導
入
し
、
個
別

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
依
存
し
な
い
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構

築
方
法
を
指
す
。

　

研
究
会
の
目
的
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
受
発
注
に
関
す

る
域
内
自
給
率
向
上
で
あ
り
、歩
み
を
一
つ
に
し
て
、

県
で
も
商
工
労
働
観
光
部
商
業
振
興
課
を
中
心
に
平

成
十
八
年
度
ま
で
に
県
内
Ｉ
Ｔ
産
業
の
年
間
売
上
高

を
二
倍
に
す
る
数
値
目
標
を
掲
げ
、
Ｉ
Ｔ
業
界
を
支
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地
域
に
根
ざ
し
た
Ｉ
Ｔ
産
業
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜 
山
形
県
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
研
究
会
の
活
動 
〜

山形県オープン
システム研究会

事務局  金内  秀志



援
す
る
体
制
を
整
え
た
。
こ
の
よ
う
に
県
内
有
数
の

Ｉ
Ｔ
企
業
が
一
致
団
結
し
技
術
革
新
へ
の
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
で
、
初
年
度
か
ら
多
く
の
成
果
が
生
ま

れ
た
。
平
成
十
五
年
度
の
活
動
成
果
は
以
下
の
通
り

で
あ
っ
た
。

■
汎
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
部
会

M
IR
A
C
LE
LIN
U
X

O
racle

　
 
  
 
 
  
    
 
 

上
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（ 
      

9i   
）

R
eal
A
p
p
li-

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
Ｒ
Ａ
Ｃ
（ 
     
 
 
   

cation
C
lu
ster

      
  
  
    
）構
成
で
の
高
可
用
性
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
シ
ス
テ
ム
を
検
証
し
た
。

■
組
み
込
み
Ｏ
Ｓ
部
会

Lin
u
x

　

コ
ン
パ
ク
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
起
動
の   
 
 
と
、
Ｔ

Ｃ
Ｐ
／
Ｉ
Ｐ
、
シ
リ
ア
ル
通
信
に
よ
る
「
メ
ッ
セ
ー

ジ
ボ
ー
ド
（
電
子
掲
示
板
）」
や
、「
Ｐ
Ｉ
Ｃ
―
Ｌ
Ｃ

Ｄ
表
示
器
」
を
製
作
し
、
短
納
期
で
ア
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
製
品
の
開
発
が
で
き
る
こ
と
を
実
証
し
た
。

■
認
証
基
盤
シ
ス
テ
ム

部
会
報
告

D
N
P

　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
（ 
 
 

Stan
d
ard
9

製    
 
   
 
）
の
応

用
例
と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
書

類
へ
の
署
名
、
暗
号
化

の
実
証
実
験
を
行
っ

た
。
各
人
の
鍵
生
成
、

認
証
局
（
Ｃ
Ａ
）
で
の
鍵
証
明
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
Ｐ

A
crob

at

Ｃ
に
お
け
る 
    
  
に
よ
る
文
書
回
覧
を
通
じ
、

Ｐ
Ｋ
Ｉ
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
実
践
し
た
。

■
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
部
会

　
「
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
」
を
模
擬
開
発
、
そ
の
標
準

Li

開
発
ス
タ
イ
ル
と
し
て  n

u
x
E
clip
se
T
om
cat

 
 
 
、     
  
、   
   
、

Stru
ts
P
ostgreSQ

L

    
  
、 
        
 
を
採
用
、
フ
リ
ー
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
積
極
的
に
採
用
し
た
シ
ス
テ
ム
開
発
を
実

践
し
た
。

■
共
通
シ
ス
テ
ム
仕
様
検
討
部
会

　

情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
受
発
注
活
性
化
に
関
す
る

提
案
書
を
ま
と
め
、
県
に
提
出
し
た
（「
情
報
シ
ス
テ

ム
に
係
る
調
達
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
〜
オ
ー
プ
ン

シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す
る
た
め
に
〜
）。内
容
は
、一
、総

合
評
価
方
式
一
般
競
争
入
札
、
二
、
共
通
基
盤
の
整

備
、
三
、
分
割
発
注
、
四
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー

（
Ｊ
Ｖ
）
へ
の
発
注
奨
励
、
五
、
第
三
者
機
関
の
設
置

の
五
項
目
を
、
地
域
の
情
報
産
業
を
活
性
化
す
る
手

段
と
し
て
提
案
し
た
。

　

本
年
度
は
活
動
二
年
目
と
し
て
、
三
月
に
発
足
し

た
社
団
法
人
山
形
県
情
報
産
業
協
会
と
の
連
携
を
密

に
、
よ
り
実
践
的
な
技
術
検
証
を
行
う
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｘ

Ｏ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
構

SE
Lin
u
x

築
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
応  
    
 
 
、
ブ
レ
ー
ド

サ
ー
バ
検
証
、
グ
リ
ッ
ド
対
応
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

O
racle10g

 
        
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
ス
キ
ル
診
断
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
会
員
の
Ｉ
Ｔ
技
術
力
診
断
事
業
等
の
ほ
か
、
組

込
総
合
技
術
展
Ｅ
Ｔ
２
０
０
４
（
十
一
月
十
七
日
か

ら
三
日
間
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
）
へ
の
出
展
を

計
画
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
情
報
シ
ス
テ
ム

　

研
究
会
活
動
を
通
じ
て
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
の
考
え

Lin
u
x
Java

J2E
E

方
、 
  
 
 
、    
（   
 

）
の
利
用
方
法
が
見
え

て
き
た
。
一
方
、
県
で
は
山
形
県
共
通
基
盤
シ
ス
テ

ム
仕
様
が
策
定
さ
れ
、
総
合
評
価
方
式
の
一
般
競
争

入
札
の
調
査
検
討
が
始
ま
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
大

手
中
心
の
情
報
シ
ス
テ
ム
発
注
に
、
地
元
Ｉ
Ｔ
企
業

が
食
い
込
む
下
地
が
用
意
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
当
研
究

会
で
は
地
元
Ｉ
Ｔ
企
業
が
団
結
し
、
地
元
で
情
報
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
、
自
ら
保
守
管
理
す
る
こ
と
を
理

想
に
掲
げ
、
今
後
と
も
提
案
能
力
向
上
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
養
成
、
実
践
的
技
術
の
研
究

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
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■山形県オープンシステム研究会
　
平成15年７月に発足した任意団体。県内 I T企業を
会員に、業界をあげてのオープンシステムへの対
応方法を検討。特に、Webサービスによる大規模
システムの構築について研究。平成16年９月現在
会員数は正会員30社、賛助会員２社。
代表幹事：株式会社山形日情システムズ
　　　　　代表取締役社長　佐藤　邦彦
問い合わせ
事務局：山形県産業創造支援センター内
T E L：023-647-8114
U R L：h t t p: //osy. a i c. pref. yamagata.j p/
　　

金内　秀志（かなうち・しゅうし）
山形県産業創造支援センター
デザイン・情報課　開発研究専門員
平成11年山形県産業創造支援センターの開所当初
から、継続して県内 I T企業の新規創業、新分野進
出を支援する。電子工学専攻。酒田市出身。

２月に開催した、最新 I T技術シンポジウム2004「組み込みL i n u xとユ
ビキタス社会の到来」での山形県オープンシステム研究会の機器展示


